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チベット語塔公[Lhagang]方言の物語『菩薩の愛する地・塔公』訳注
—塔公方言の多層構造と物語の異同に関する考察を添えて— 






て、塔公郷において定住民が用いる Lhagang（塔公）方言（カムチベット語 Minyag Rabgang 
（木雅熱崗）方言群北部下位方言群）の音声、形態統語について紹介する役割も兼ねる。 
図１：塔公郷塔公村の全景（2013 年） 澤旺居麥 撮影





同県城爐城[Dar-rtse-mdo]鎮から北西に 113km 離れた海抜 3730m 前後の高原地帯にあり、郷
内に川藏路が通っている（図２）。 
図２：塔公郷の位置 
 塔公とはチベット語で「菩薩の愛する地」を意味する。郷内にある塔公寺[dPal Lha-sgang 
dGon]は甘孜州内でもっとも著名なチベット仏教サキャ派の寺院の１つであり、「小大昭寺
[gTsug-lag-khang Chung-chung]」の異名をもち、カム地域のチベット人が巡礼を行う聖地の
１つである（図３参照）。塔公寺の正式名は「塔公一見如意解脱寺[dPal Lha-sgang dGon 
mThong-grol bSam-’grub-bling]」といい、現在に至るまで長い歴史を持ち、カム地域のチベ






























  《藏漢大辞典》(1995:2434)によれば、雅拉拉澤の最初の２音節の藏文は bZhag-bra となっている
















ット語 Minyag Rabgang 方言群北部下位方言群7に属するものとされ、のちに Lha-mo-skyid 













































図４：塔公のジョウォ・正面（2012 年） 図５：塔公のジョウォ・側面（2012 年） 













 物語『菩薩の愛する地・塔公』は確かに非常によく知られているが、Suzuki & Sonam 
Wangmo (2015)が Lhagang 方言の音転写に逐語訳を付し、基礎的な文法分析およびフランス
語訳を提供している以外は、チベット語によるテクストの記録やその言語学的分析を行っ
た先行研究は未見である。本稿のチベット語資料はカムチベット語 Minyag Rabgang 方言群
に属する Lhagang 方言によって発話されたものを基礎とする。この点は Suzuki & Sonam 
Wangmo (2015)と一致する。この方言は塔公寺周辺の定住民が話すものを代表とする、方言
































1.4 Lhagang 方言の音体系 
 以下に第２節で分析する Lhagang 方言の音体系を子音、母音、超分節音素に分けて示す。 
 
表１：子音体系 
 注：*を伴う硬口蓋閉鎖音は Lhagang 方言 A 類（２節参照）にのみ認められる。 
 
表２：母音体系（舌位置） 
i    ʉ     ɯ u 
 e   ɵ ə   o   
  ɛ     ɔ    
















  両唇 歯茎 そり舌 前部硬口蓋 硬口蓋 軟口蓋 声門 
閉鎖音 無声有気 ph th ʈh  *ch kh  
 無声無気 p t ʈ  *c k ʔ 
 有声 b d ɖ  *ɟ g  
破擦音 無声有気  tsh  tɕh    
 無声無気  ts  tɕ    
 有声  dz  dʑ    
摩擦音 無声有気  sh  ɕh  xh  
 無声無気 ɸ s ʂ ɕ  x h 
 有声  z  ʑ  γ ɦ 
鼻音 有声 m n  ȵ  ŋ  
 無声 m̥ n̥  ȵ̊  ŋ ̊  
流音 有声  l r     
 無声  l ̥      






 本節ではカムチベット語 Minyag Rabgang 方言群の Lhagang 方言によって語られた物語
『菩薩の愛する地・塔公』の音形式、語釈、直訳ならびに全体の翻訳を行う。 
言語資料の言語は Suzuki & Sonam Wangmo (2014, 2015)に紹介、かつ定義される２種類の
Lhagang 方言（A 類、B 類13）における B 類の発音と基本的に一致する14。そのため、それぞ
れの句の通し番号の前に B を付す。この番号は続く３節、４節においても用いられる。各
句は基本的に４段から構成され、その内容は以下のようである。第１段は Lhagang 方言（B






 (B1)  ´ȵə ma `ɦna ɦna-la   ´ɦdʑa ɦza ´kõ dʑo-Ø  ´po-la         ´ja la  ´ɦde ʈɔ ̃        
   nyi ma gna’ gna’ la   rgya bza’ kong jo     bod la         yar la gdan grangs   
  昔々-[位]                         文成公主17-[絶]      チベット-[位]  上へ  迎える    
          `hkɑʔ-la 
   skabs la  
  時-[位] 
  昔々18、文成公主がチベットへ迎えられたとき、 
                                                     
13
 A 類と B 類は同じ方言（Lhagang 方言）の中の２つの発音上の類型であり、両者とも同一の
Lhagang 方言母語話者の言語体系に含まれる、社会言語学的変種とみなされる（Suzuki & Sonam 
Wangmo 2014）。A 類はアムドチベット語の影響を比較的強く受けている変種で、B 類は塔公村
の地域方言の特徴を多く留保している変種である。A 類と B 類の間の言語特徴に関する詳細な異
なりについては Suzuki & Sonam Wangmo (2015)を参照。 
14
 物語の語りの一部は A 類に属する方言音が含まれる（個々の事例については３節で指摘する）。
このような状況は Lhagang 方言ではよく見られる。 
15
 1.4 節の表記に従う。 
16
 語釈に用いる略号は以下の通り： 
   2 二人称      3 三人称     [絶] 絶対格     [達] 達成     [共] 共格    [接] 接続詞    
[判] 判断動詞  [祈] 祈願     [定] 定性       [能] 能格     [属] 属格    [伝] 伝聞    
[感] 感嘆詞    [内] 内格     [意] 意志未来   [位] 位格     [否] 否定    [名] 名詞化  
[過] 過去      [状] 状態     [主] 主題 
   ２つの機能が１つの音形式に現れる場合、[名.属]のように . を用いて表す。 
   物語の中には位格を伴わない地名などの語がしばしば現れるが、これは文法格としての絶対格に
おかれているわけではない。それゆえ「ゼロ」格表記を与えない。 
17
 チベット語 rgya bza’ kong jo は「漢族の地域の姫」の意味である。この物語の中では文成公主を
指すことが自明であるため、語釈もそのように与える。 
18





 (B2)  ¯thɔ ̃´ɦdʑa po-gə     `kho-la  ´tɕo wo     ´tɕiʔ-Ø  `ʑĩ-zə-reʔ 
   thang rgyal po gyis  kho la    jo bo       cig       sbyin zin red 
  唐の皇帝-[能]            3-[位]   ジョウォ  １-[絶]  贈る-[過]-[判]  
          唐の皇帝19が彼女に１体のジョウォを送りました。 
 
 (B3)  ´te      ´tɕo wo-tə-Ø-na         ´ɦdʑa ɦza ´kõ dʑo-gə   ¯lḁ sha  ´ja la   `khɯ  
    de       jo bo de na             rgya bza’ kong jo gyis   lha sa  yar la   khur 
  それで  ジョウォ-[定]-[絶]-[主]     文成公主-[能]         ラサ   上へ   携帯する 
          ´ɳɖo-ɦgo    `hsɑ-̃zə-reʔ-sə reʔ 
’gro dgos   bsam zin red zer red 
行く-[意]   思う-[過]-[判]-[伝] 
それで、そのジョウォを文成公主はラサに持っていこうと思ったそうです。 
 
 (B4)  ´te       ¯lḁ ɦgɔ      `htseʔ      `hkɑʔ-la 
   de        lha sgang    slebs      skabs la 
  それで      塔公          到着する   時-[位]  
          （彼女が）塔公に到着したとき、 
 
 (B5)  ´tɕo wo-gə     `kha ʈɑʔ-zə-reʔ-sə reʔ 
    jo bo de na     kha grags zin red zer red 
  ジョウォ-[能]    口を開く-[過]-[判]-[伝] 
          ジョウォが口を開いたそうです。 
 
 (B6)  ¯sha tɕha `htɕi po         `hʈɑʔ mo  ´tɕiʔ-Ø  ´reʔ 
   sa cha    skyid po        skrag mo  cig      red 
  ところ    幸せで美しい      とても   １-[絶]  [判] 
         「（ここは）とても幸せで美しいところだなあ！」 
 
 







 (B7)  ¯kho-Ø  ´ta   ´ja la   ´mə-ɳɖo   ^zeː-zə-reʔ-sə reʔ 
   kho     da   yar la  mi ’gro     zer zin red zer red 
  3-[絶]  今   上へ     [否]-行く    言う-[過]-[判]-[伝] 
         「私はもう（ここから）進まないぞ」と言ったそうです。 
 
 (B8)  ´te      ´ɦdʑa ɦza ´kõ dʑo-gə  ´zeː-na 
   de       rgya bza’ kong jo gyis  zer na 
  それで  文成公主-[能]        言う-[接] 
          そこで、文成公主が言うことには、 
 
 (B9)  `tɕhoʔ-Ø  ´ja la  ´ɳɖo-ɦgo-reʔ     ´mə tshe 
   khyod     yar la  ’gro dgos red    mi tshad 
  2-[絶]    上へ   行く-[意]-[判]   のみならず 
         「あなたは（ラサへ）行かなければならないだけでなく」 
 
 (B10)  ¯lḁ sha  ´ja la   `khɯ      ´ɳɖo-ɦgo-reʔ    ´tə ɳɖa       ^zeː-zə-reʔ-sə reʔ 
    lha sa  yar la   khur       ’gro dgos red   de ’dra      zer zin red zer red 
  ラサ   上へ   携帯する  行く-[意]-[判]  あのように  言う-[過]-[判]-[伝] 
「（私が）ラサへ持っていかなければならないのです」のように言ったそうです。 
 
 (B11)  ´te      ´tɕo wo-gə     ´zeː-na 
   de       jo bo-gyis      zer na 
  それで  ジョウォ-[能]  言う-[接] 










 (B12)  ¯kho-dɑ   ´ɳɖa ɳɖa    ´tɕiʔ-Ø ´te-Ø       ¯lḁ ɦgɔ      `ɦdʑɔ-̃nə-Ø    
    kho dang ’dra ’dra   cig      te            lha sgang   bzhengs ni    
  3-[共]     同じ     １-[絶]  それ-[絶]  塔公       塑像する-[名]-[絶] 
  `ɦʑɑʔ-roʔ-ɦo 
  bzhag rogs ’o 
  置く-[祈]-[感] 
「私と同じものを塑像して、それを塔公20に置いていってください」 
 
 (B13)  ´te       ¯kho-Ø   ´ja la   ´ɳɖo-liː    ´zeː    `hkɑʔ-la 
   de        kho       yar la  ’gro lis    zer     skabs la 
  それで      3-[絶]    上へ      行く-[意]  言う   時-[位]  
          「そうしたら私は（ラサへ）行きましょう」と言ったので、 
 
 (B14)  ´te      ´ɦdʑa ɦza ´kõ dʑo-gə  ¯ʔa na  ¯lḁ sha-gə  ´tɕo wo    ´ji ʑĩ ´no rɯ-dɑ 
   de       rgya bza’ kong jo gyis  a na     lha sa gyi   jo bo         yid bzhin nor bu dang 
  それで  文成公主-[能]        ここ   ラサ-[属]  ジョウォ  イジン・ノルブ-[共] 
  ´ɳɖa ɳɖa   ´tɕiʔ-Ø   `ɦdʑɔ-̃nə ta 
  ’dra ’dra  cig       bzhengs ni da 




 (B15)  ¯ʔa na    ¯lḁ ɦgɔ ´tɕu xhɔ-̃nə         `ɦʑɑʔ-ɣə-reʔ 
   a na      lha sgang jo khang nang    bzhag gi red 
  ここ        塔公の釈迦牟尼殿-[内]       置く-[状]-[判] 

















 (B16)  ´te       ¯lḁ ɦgɔ      `htseʔ      `hkɑʔ-la-tə  ´tɕo wo-gə     `kha ʈɑʔ-ji 
   de        lha sgang    slebs      skabs la     jo bo gyis      kha grags yi 
  それで      塔公          到着する  時-[位]     ジョウォ-[能]  口を開く-[属] 
  ´ɦdʑɯ ntshɛː-tə-Ø   ^nthõ-la-nə 
  rgyu mtshan de     mthong la ni 
  理由-[定]         考慮する-[接]-[主] 
          さて、塔公に到着したとき、ジョウォが口を開いた理由を考慮したら、 
 
 (B17)  ´te       ¯lḁ ɦga-Ø   ^zeː-nə-Ø-tə        ¯lḁ-Ø      `ɦga-wɛː        ¯sha tɕha-Ø   
   de        lha dga’     zer ni de           lha        dga’ ba’i         sa cha       
  それで      ラガ-[絶]    言う-[名]-[絶]-[主]  菩薩-[絶]  愛する-[名.属]  ところ-[絶] 
  ´jĩ-na 
   yin na 
  [判]-[接] 
          ラガというのは、菩薩（ラ）が愛する（ガ）ところであるという意味で、 
 
 (B18)  ¯lḁ ɦga-Ø    ´zeː   ´mĩ `htɑʔ-zə-reʔ  
   lha dga’     zer    ming rtags zin red  
  ラガ-[絶]    言う  名づける-[過]-[判] 
          ラガという名前をつけました。 
 
 (B19)  ¯lḁ ɦgɔ-̃Ø    ´ma htsa   ´mĩ-tə-Ø       ¯lḁ ɦga-Ø  ^zeː-reʔ 
   lha sgang    ma rtsa    ming de        lha dga’   zer red      
  塔公-[絶]    本来      名前-[定]-[絶]  ラガ-[絶]  言う-[判] 
塔公は本来その名前をラガと言うのです。 
 
 (B20)  ´te       ´tʉ tshoʔ-Ø  ´mɑ ̃bo    ¯pha rə    ´ɦgɛː-tsha     `hkɑʔ-la  
   de        dus tshod   mang po   pha ru    rgal tshar    skabs la 
  それで      時間-[絶]    たくさん  あちら   過ぎる-[達]  時-[位] 







 (B21)  ´te       ¯lḁ ɦgɔ-̃Ø   ^zeː-nə-Ø      ¯pha rə   `ndʑɯ ɦdoʔ-Ø  `thẽ-zə-reʔ 
   de        lha sgang    zer ni          pha ru   ’gyur ldog      then zin red      
  それで      塔公-[絶]    言う-[名]-[絶]  あちら  変化-[絶]      経る-[過]-[判] 
  ´mə tsheʔ    ´ma ʑə    ¯lḁ ɦga-Ø  ^zeː-reʔ 
  mi tshad     ma gzhi    lha dga’   zer red 




 (B22)  ¯lḁ-Ø      `ɦga-ji       ¯sha tɕha-Ø    ^jiʔ-kə     ´ɦdʑɯ ntshɛː-te-Ø 
   lha        dga’ yi       sa cha        yid kyis    rgyu mtshan de 
  菩薩-[絶]  愛する-[属]  ところ-[絶]   意味-[能]  理由-[定] 
  ^jĩ-tɕẽ-tə-Ø         ´te       ¯lḁ ɦga-Ø   ´zeː-reʔ-ta nə 
   yin rkyen de        de       lha dga’    zer red da ni 
  [判]-[名]-[絶]-[定]  それで   ラガ-[絶]   言う-[判]-[接] 
          菩薩の愛するところという意味があるのでラガと言うのですが、 
 
 (B23)  ¯kə tsa pha  ¯lḁ ɦgɔ-̃Ø   ^zeː-nə    ´mĩ-Ø     `ndʑɯ-zə-reʔ 
   ki tsa pha   lha sgang    zer ni      ming      ’gyur zin red       





































 Lhagang 方言において、物語の導入句としては/´ȵə ma `ɦna ɦna/「昔々」が用いられる。こ
のような時間を表す句に位格標識を加えて/´ȵə ma `ɦna ɦna-la/「昔々」のようにすることも
できるし、位格標識を加えなくてもよい。この/-la/という格標識は位置、方向を表す格標識
と同一の形式であり、すべて位格と呼ぶ。この導入句の実際の発音は、第３音節が特別に
強調され、[´ȵə ma `ɦnaːː ɦna]と聞こえる。 
 /´ja la/「上へ」はこの物語を通して何度も出現するが、一貫してラサの方向を示す時に用
いられる。 
 /´ɦde ʈɔ/̃「迎える」という語は、対応する蔵文 gdan drangs と音対応の面から見ると、第１
音節の末尾鼻音が脱落しているという点について、Lhagang 方言の特徴であるとみなすこと





/´ɦdʑa ɦza ´kõ dʑo/「文成公主」は絶対格であり、文法構造からみれば、文成公主は行為者と
して解釈されることはない。 
 時間表現を形成する/`hkɑʔ-la/「～の時」の直前の動詞は TAM 標識を伴わなくてもよい。
Lhagang 方言の動詞は、いくつかの動詞25を除けば、すべて「三時一式（現在・過去・未






































































指示詞。(B6)文の構造は、/´tɕiʔ/「ある～」の存在により、/`htɕi po `hʈɑʔ mo/「非常に幸せな」
が/¯sha tɕha/「ところ」の修飾要素であると理解できる。 
 形容詞の程度を強調する副詞/`hʈɑʔ mo/「とても」は Derge（徳格）方言などカムチベット








































 Lhagang 方言において、/-dɑ/の機能は文法格の１つとしての共格である。形容詞/´ɳɖa ɳɖa/
「同じである」が共格を要求するといえる。 



















 固有名詞/´ji ʑĩ ´no rɯ/「イジン・ノルブ」の発音の中で、第１・第２音節は Lhagang-B 方









は TAM 標示をする必要がない。 
 
(B15) 
 この文中の/´tɕu xhɔ/̃「釈迦牟尼殿」の発音は特殊で、蔵文 jo khang28の対応形式であると
はいえ、第２音節の初頭子音について本来の有気閉鎖音が有気摩擦音になっている。この
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で、/¯lḁ ɦgɔ ̃^zeː-nə/「塔公というの（＝名称）」である。 
 動詞/`ndʑɯ ɦdoʔ `thẽ/「変化する」は Lhagang 方言に特有の口語である。 
 
(B22) 






















る記録が存在することを紹介した。それらは 1) Yang-gsang mkha’-’gro’i thugs-kyi ti-ka-las/ 
lHa-dga’ ring-mos gnas-kyi dkar-chag（『塔公寺誌目録』）、2) Bal lHa-sgang gi gNas-bstod
（『塔公地方頌』）で、それぞれ塔公寺で継承されてきたものである。この２種の文献は
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 ただし、２つめの文献名は dPal-dang yon-tan-gyis mngon par mtho-ba BA lHa-sgang-gi gnas-la bstod-
pa dung-dkar skye-ba lnga-pa’i rang-sgra dad-pa’i ’khri-shing ’od-kyi zla-zhun となっている（Karma 
rGyal-mtshan 2002: 301）。また、Epstein、彭文斌(2013:120)にも同様の文献について言及があるが、
名称が Bā lha khang gi gnas bstod となっており、つづりが異なっている。 
30
 ただし、これら２種の文献の記述によれば、文成公主がチベット入りするとき、塔公にジョウォ
のために塔公寺を建てた旨の簡潔な記述があり（Sonam Wangmo 2013:34-40；Karma rGyal-mtshan 
2002:288-314）、歴史背景については文献と口承物語とで一致する。 
31





 彼は現地を代表する知識の豊富な老人として知られていたが、不幸にも 2013 年 6 月に逝去した。 
33

















 このほかにも、現地の老人が筆者に塔公寺の後ろにある 108 つの塔（図６）もその年文
成公主が選んだものであると語ってくれた。 
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 本稿では歴史上の事情について議論するつもりはないが、次の観点は言及に値する。上に述べた
２種の版はいずれも西暦 641 年に文成公主がチベット入りしたと述べているが、山口 (1983:370-
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 協徳郷にある惠遠寺[mGar-thar dGon]のチベット名に含まれる mGar という語はガル・トンツェン
の氏族名 mGar に由来し、文成公主がチベット入りするときにガル・トンツェンもこの地を訪れ









































雅熱崗 Mi-nyag Rab-sgang42の最終音節に由来するといい43，Lha-sgang の含意は「木雅熱崗
にある菩薩の愛する地」となる。 
この説明は民間の伝承にのみ存在し、先に言及した２種の文献（Yang-gsang mkha’-’gro’i 
thugs-kyi ti-ka-las/ lHa-dga’ ring-mos gnas-kyi dkar-chag と Bal lHa-sgang gi gNas-bstod）の記述
とは異にする。Yang-gsang mkha’-’gro’i thugs-kyi ti-ka-las/ lHa-dga’ ring-mos gnas-kyi dkar-chag
の記述では、最初に mTsho-lung「湖の谷」という名称があり、のちに Lha-lung「菩薩の谷」
（７世紀）、Lha-dga’「菩薩の愛する地」（８世紀）といった名称が出現した（Sonam 
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 長編版の中において、木雅熱崗はしばしば Mi-nyag Rab-sgang Phyug-mo「豊かな木雅熱崗」と呼
ばれる。 
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の形式の関係について、Suzuki & Sonam Wangmo (2015)は１つの仮説を提示している。それ




回が鼻音成分を伴う/¯lḁ ɦgɔ/̃（B19、B21、B23）である。前者は Lhagang 方言（B 類）の発








失われることがあり、たとえば Lha-sgang の本来の音韻表記では/lḁ rgaŋ/（Yichang 方言）、
/lḁ rgæŋ/（gSerkha 方言）となるけれども、[lḁ rgã]、[lḁ rga]、[lḁ rgæ̃]、[lḁ rgæ]のような発音
も聞くことができる。 
以上に述べた現象に基づいて、Minyag Rabgang 方言群に属する Lhagang 方言およびアム
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